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発行  令和５年６月３０日 校長 古田 豊 

これからの時代は デジタル・シティズンシップ教育 

校 長  古 田   豊 

６月１７日（土）２０日（火）２１日（水）の学校公開日には、保護者・地域の皆様に多数ご来校いただき、特に

１年生は初めての参観日で、どの子もとてもはりきっていたようです。ご多用の中ご参観ありがとうございました。 

１７日には道徳授業地区公開講座を開催し、５校時には全学級で道徳授業を公開しました。その後、「デジタル・シ

ティズンシップとは」をテーマに講演・意見交換会を行いました。講師は、本校で研究の年間講師としてご指導いた

だいている 特定非営利活動法人「みんなのコード」福田晴一（はるかず）先生にお願いしました。本校全教員の他、

保護者の方２０名近く参加してくださいました。具体的な場面や資料を通して講演をしていただきながら、グループ

ワークで意見交換も行うことで、デジタル・シティズンシップについて理解を深めることができました。生成 AI に

ついてもグループで話し合って、jamboardにまとめてみると、前向きな考え、後向きな考え、双方たくさんあるこ

とがわかります。まさに、「良い」「悪い」とはっきり白黒つけられるものではありません。それをつかう 

人間の規範意識に委ねられるわけです。＊この話合いで出た意見は、「学校だより 追加記事」↓に掲載しています→ 

http://suijin-sho.koto.ed.jp/modules/hp_jpage5/index.php?page_parent=2371 

 デジタル・シティズンシップとは、一言で言えば「情報技術の利用における適切で責任ある行動規範」です。   

では、デジタル化が急激に進む今の時代、その行動規範とはどうあるべきものなのか。それについて、私たち大人が

しっかり理解してこどもたちに伝えていかなくてはならないと思います。私自身も、福田先生に教えていただいこと

を元に、自分自身が理解できるよういろいろ調べ、まとめてみました。 

これまで教育現場では「情報モラル教育」が行われてきました。情報モラル教育では、ネット上の権利問題や犯罪

被害に合わないための危険回避、ネット依存にならないような利用方法など、こどもたちの行動を抑制することが目

的でした。デジタル社会を怖いものだという前提で捉え、こどもたちを危険から守るために、「やってはいけないこと」

を教えるという立場での教育でした。それに対し、「デジタル・シティズンシップ教育」は、同じデジタル社会にお

ける行動を扱いながらも、どのようにしたらデジタル社会でよりよく生きていけるかをポジティブに捉えて、必要な

資質・能力を育てるという立場をとるということです。行動の善悪を自分で判断できる力を身に付けさせることを目

的とし、その目的達成のために教育者や教育に関わる人が取り組むべき枠組みを規定しています。こどもがより自立

的にデジタル社会を生きる姿を目指しているといえます。また、デジタル・シティズンシップは、適切かつ責任があ

り権利として認められるべきデジタル活用に関する9つの項目が規定されているようです（詳細はネットで調べてみてください）。 

「ChatGPT」等の生成AIについては、先日、文部科学省が小中高向け指針案の内容を発表しました。「適切」な

利用、「不適切」な利用について具体例をあげています。「ChatGPT」の利用規約では小学生は使用不可、中・高生

は保護者の許可が必要ですが、使うことはできてしまいます。 

先日のニュースで、島根県松江市の中学生が、公共の足湯で服を着たまま全身浸かって悪ふざけした迷惑動画が  

話題になりました。ネット上の問題が低年齢化していることが危惧されます。 

「画面上でポチッとしたら、そこはもう、公共の場」と福田晴一先生がおっしゃいました。デジタル・ネット社会

では、大人でもこどもでも、その意識は強く忘れずもっていなくてはいけません。利便性の裏には危険性がつきもの

であることも小学生の内から指導することは必要です。同時に、適切な活用をしながら、行動の善悪を自分で判断で

きる力を身に付けさせるせることはもっとも必要だと思います。 



 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            

         ７・８月 行事予定 

  曜 朝 行事 

1 土   
2 日   
3 月 全 6年中学校体験 
4 火 B  
5 水 B 4時間授業            S☆ 
6 木 読 ６年こころの劇場 委員会活動 
7 金 セ 安全指導日 4,5年レベルアップ鼓笛 ☆ 
8 土  ６年日光移動教室説明動画配信開始 
9 日   
10 月 全 避難訓練  
11 火 B 5時間授業 個人面談         
12 水 B 4時間授業 3,5年リコーダー教え合い S 
13 木 児 5時間授業 個人面談 
14 金 タ 5時間授業 個人面談 4,6年鼓笛教え合い☆ 
15 土   
16 日   
17 月  海の日 
18 火 B 5時間授業 5年モアレ検診 個人面談 
19 水 読 5,6年着衣泳 学校避難所運営協力本部連絡会S 
20 木 生 5年保田臨海学校事前健診 5時間授業 
21 金  夏季休業日開始 5年保田臨海学校開始 
22 土  5年保田臨海学校 
23 日  5年保田臨海学校終了 
24 月   
25 火  夏季水泳指導（1，2，3年） 補充教室 
26 水  夏季水泳指導（1，2，3年） 補充教室 
27 木  夏季水泳指導（1，2，3年） 補充教室 
28 金  夏季水泳指導（4，5，6年） 補充教室 
29 土   
30 日   

31 月  夏季水泳指導（4，5，6年） 補充教室 
個人面談期間終了 

 ８ 月  
    
    
    
    
    
    
25 金 全 給食開始 4,6年鼓笛教え合い        ☆ 
26 土   
27 日   
28 月 全 6年水泳記録会 
29 火 B  
30 水 読                  ☆ 

 

 

 

7月の生活目標 身の回りをきちんとしよう 
・自分の持ち物の整理整頓 

・協力して掃除をする。 

・使った用具の後始末 

・流し場、トイレの使い方 

スタンダード目標                （１５分×○学年） 

・学年ごとに時間を決めて家庭学習に取り組もう 

・前日に必要な学習用具を準備しよう 

 

安全な水泳指導のために（体育的行事委員会） 

 今年度も多くのボランティアの皆様にご協力いただ
き、安全に授業を行うことができています。 
 ４年前までは低、中、高の二学年でプールに入っていま
したが、現在は一学年で行っています。プールに入る人
数が減ったことで、こども一人一人の運動量が増えたり、
個に応じた指導ができるようになったりしました。また、
安全面でも監視しやすくなり、当分の間は一学年で授業
を行っていきます。 
また、朝の家庭での健康観察、連絡フォームへの入力
や持ち物等、ご協力いただきありがとうございます。引
き続き、よろしくお願いします。 

社会科見学（４年）           

6月23日（金）に、港清掃工場、東京科学未来館、中央防

波堤埋立処分場に行きました。それぞれの見学場所で

は、体験学習的なものを数多く用意していただき、興味を

もって楽しく学習できました。施設内やバスの中など、場

所や活動に合わせた態度で取り組むことができました。

学んだことは、総合の新聞作りに生かしていきます。 

音楽鑑賞教室（５年） 

5月31日（水）の午後、ティアラ江東にバスで向かい、東

京シティ・フィルハーモニック管弦楽団によるオーケスト

ラの演奏を鑑賞しました。一度は耳にしたことのある名曲

や楽器紹介、演奏に合わせての合唱など目や耳だけで

なく、肌で感じることのできる内容でした。普段中々聴く

ことのできないオーケストラの演奏に驚いている児童も

少なくありませんでした。    

興味をもった方は、是非プライベートでも行かれてみ

てください。 

全：全校朝会  B：B時程  読：読書タイム  
セ：セーフティタイム   生：生活指導朝会 
音：音楽朝会  体：体育朝会 児：児童集会 
タ：タイピングタイム S：水神チャレンジ教室  
☆スクールカウンセラー来校日 ：ひまわり教室 

水神チャレンジ教室 １４：００～１５：４５ 
   8月  1日（火）～  8月 4日（金） 
   8月21日（月）～  8月24日（木） 
学校閉庁日 8月7日（月）～8月14日（月） 
基本的に職員は不在です。開放関係もありません。 


